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特　　集

・地域に受け継がれる伝統行事

表紙写真：南山城村田山の花踊り



特
集　

地
域
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統
行
事

　

高
度
経
済
成
長
以
降
、
日
本
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
、
そ
れ
ま
で
の
地
域
に
根

差
し
た
日
本
ら
し
い
生
活
習
慣
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
目
新
し
い
も
の
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
、
伝
統

や
し
き
た
り
を
「
面
倒
だ
、
古
臭
い
」
と
思
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
で
地
域
の
伝
統

行
事
や
伝
統
文
化
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
化
が

進
展
し
、
伝
統
の
担
い
手
に
あ
た
る
若
年
層
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
な

お
困
難
な
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
先
人
た
ち
の
宝
と
し
て
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
誇
り
あ
る
伝
統
が
消
え
去
っ
て
し

ま
う
の
は
非
常
に
悲
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
都
市
集
中
型
で
は
な
く
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

重
視
す
る
時
代
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
な
ら
で
は
の
伝
統
の
大
切
さ
を
今
一
度
見
直
し
、

そ
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
芸
能
を
身
に
付
け
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
土
地
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
、

日
々
の
生
活
が
潤
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

人
が
住
む
と
こ
ろ
に
は
伝
統
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
遠
い
昔
か
ら
そ
の
地
域
に
住
み
、
豊

か
な
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
き
た

先
人
た
ち
の
生
き
た
証
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
地
域
の
伝
統
行
事
や
伝
統
文
化
と
向
き
合
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

笠置秋まつり　青年団による神輿担ぎ

　

田
山
花
踊
り
は
、
雨
乞
い
の
神
事
と
し
て
古
き
時
代
か
ら
、

踊
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
大
正
末
期
に
一
時
途
絶
え
て

お
り
ま
し
た
が
、
再
び
郷
土
の
伝
統
芸
能
に
触
れ
た
い
、
あ

の
踊
り
を
も
う
一
度
見
た
い
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和

38
年
に
復
活
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
53
年
に
村
の

文
化
財
指
定
を
受
け
、
昭

和
59
年
に
は
京
都
府
無
形

民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
八
ツ
橋
踊
り
、

御
庭
踊
り
が
奉
納
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
月
ヶ
瀬
口
駅
及
び

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
か
ら
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

11
月
３
日（
火
・
祝
） 

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
頃

場　
　

所　

田
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
諏
訪
神
社

　
※
雨
天
の
場
合
は
、
田
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
諏
訪
神
社

バ
ス
運
行　

行
き

　

月
ヶ
瀬
口
駅
発

　

第
１
便　

午
前
11
時
25
分　

第
２
便　

午
後
０
時
25
分

　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
発

　

第
１
便　

午
前
11
時
30
分　

第
２
便　

午
後
０
時
30
分（
高
山
ダ
ム
経
由
）

バ
ス
運
行　

帰
り

　

田
山
宮
ノ
前
発
（
月
ヶ
瀬
口
駅
行
）

　

第
１
便　

午
後
３
時
30
分　

第
２
便　

午
後
４
時
20
分　

　

田
山
宮
ノ
前
発
（
高
山
ダ
ム
経
由
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
行
）

　

第
１
便　

午
後
３
時
10
分　

第
２
便　

午
後
３
時
50
分　

京
都
府
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
郷
土
芸
能

田
山
花
踊
り
が
11
月
３
日
（
火 

文
化
の
日
）

に
奉
納
さ
れ
ま
す
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特　集

　

笠
置
町
の
秋
ま
つ
り
は
昔
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事

で
す
。
奇
祭
「
稚
児
泣
き
相
撲
」
や
「
ヤ
ホ
エ
の
神
事
」

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
作
法
、
以
前
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

神
楽
や
「
翁
」
の
能
、
や
ぶ
さ
め
や
歩
射
な
ど
も
、
古

来
の
神
道
に
お
け
る
信
仰
の
形
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
10
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）
に
笠
置
町

内
の
各
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

10
日
は
多
く
の
人
た
ち
が
勇
ま
し
い
掛
け
声
と
共

に
神
輿
を
担
ぎ
、
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

11
日
は
毎
年
恒
例
の
子
ど
も
神
輿
や
「
稚
児
泣
き
相

撲
」
な
ど
の
神
事
の
ほ
か
、
関
西
獅
子
舞
保
存
会
に
よ

る
獅
子
舞
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
束
天
満
宮
は
、
町
の
ほ
ぼ
中
央
の
小
高
い
丘
の
上

に
あ
り
、
和
束
荘
の
惣
社
と
し
て
「
菅
原
道
真
公
」
を

お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

　

重
文
と
な
っ
て
い
る
本
殿
は
一
間
社
流
造
り
の
彩

色
鮮
麗
な
室
町
時
代
の
特
色
を
表
し
た
社
殿
建
築
と

し
て
全
国
に
も
例
の
な
い
建
造
物
と
し
て
有
名
で
す
。

　

毎
年
10
月
に
和
束
天
満
宮
例
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
今

年
も
10
月
11
日
（
日
）・
10
月
12
日
（
月
祝
）
に
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
宮
司
さ
ん
を
始
め
区
長
さ
ん
ら
の
関

係
者
が
境
内
に
集
ま
り
、
神
輿
巡
行
の
式
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
で
は
各
地
区
で
秋
の
祭
り
が
お
こ
な
わ

れ
、
10
月
18
日
（
日
）
に
は
本
郷
・
押
原
地
区
の
国
津

神
社
で
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
昔
か
ら
伝
統
行
事
と
し
て
祭

り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
少
子
化
の
影

響
も
あ
り
、
子
ど
も
神
輿
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
伝
統

の
継
承
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、本
郷
・

押
原
地
区
の
国
津
神
社
で
は
地
域
で
活
動
す
る
和
太

鼓
団
体
等
を
呼
び
、
両
地
区
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
あ

い
、
ま
た
、
高
尾
地
区
で
は
地
区
や
村
内
で
活
動
す
る

大
学
生
も
参
加
す
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

笠
置
秋
ま
つ
り

和
束
天
満
宮
例
祭

南
山
城
村
の
秋
祭
り

３ 町 村 の 伝 統 行 事

国津神社のようす
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まちの話題まちの話題

防災訓練
　和束町では、10 月４日（日）、防災訓練がおこなわれました。
　訓練は、豪雨の影響で河川の氾濫と土砂災害の発生の可能性があるとの想定でおこなわれました。当日
は、午前９時に防災行政無線と緊急速報メールで避難情報が発令さ
れ、園区全域と中区の一部地域のみなさんが消防団と警察署の誘導
によって、避難所の和束小学校へ避難する訓練に参加しました。
　避難訓練のあと和束小学校グラウンドでは、水中歩行、水没ド
ア体験施設（淀川河川事務所）、災害に関わる展示（淀川河川レン
ジャー、消防署）、南山城水害体験談講話（北住太郎さん）、土のう
積み訓練（消防団）、災害救助資機材展示（自衛隊）があり、最後
に自衛隊の炊き出しカレーが来場者に振舞われました。
　今回の防災訓練は、初めて国の機関である自衛隊と国土交通省の
協力を得て実施し、有事の際の連携の確認もおこなわれました。
　今後も住民のみなさん、消防団をはじめ防災関係機関との更なる連携強化をおこない、いつ起こるかわ
からない災害に対して、安心・安全な地域を構築していきます。

笠置小学校 落語会
　笠置小学校では、昨年度から引き続
き桂米二師匠より落語の指導を受けて
います。10 月 21 日（水）の授業参観
では、４～６年生の児童が落語を発表
しました。
　これまでの演題『動物園』と『道具屋』
に加え、今回は『くしゃみ講釈』を新
たに披露しました。会場からは大きな
笑い声と拍手がおこりました。
　人前での発表を重ねるごとに上手に
なる児童は、語りや立ち振る舞いも堂々
としていて、自分たちも「寄席」を楽
しんでいる様子がうかがえました。

ほっとサロン「かんたん！クッキング教室」
　10 月 14 日（水）、笠置町中央公民館にてほっとサロン「かんたん！クッキング教室」が開かれました。
　「ほっとサロン」は、笠置小学校支援地域本部の家庭教育支援チームが運営している地域子育てサロンで、
０才から小学６年生までの子どもがいる保護者を対象とした
事業です。
　普段は、笠置保育所でスタッフや保育所の先生と楽しくお
話をしたり、保育所で活動している子どもたちと交流したり
しています。また、様々なイベントも開催しています。
　今回は、笠置町食生活改善推進員協議会のみなさんにご協
力いただき、子育て世代のお母さんたちが簡単でしかも栄養
満点の料理に挑戦しました。春巻きなどの料理に加え、離乳
食のメニューもあり盛りだくさんでした。参加者のみなさん
が和気あいあいとした雰囲気の中で楽しく取り組まれ、「リフ
レッシュできた！」「家でも作ってみたい !」と大好評の教室
となりました。

笠置町

笠置町

和束町
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まちの話題まちの話題

　南山城村と大阪国際大学では平成 21 年から交流を
始め、平成 25 年８月に包括連携協定を結びました。
その中で、大阪国際大学の「ひと・まち・つくるプロ
ジェクト」が進めてきた、念願の村における学生の拠
点が高尾地区にて完成し 10 月 19 日（月）に開庵式
がおこなわれました。
　大阪国際大学からは、奥田理事長、宮嶋学長をはじ
め教職員と学生が、また村からは手仲村長をはじめ、
区長や地域の皆さんが参加し、参加者へ披露されまし
た。
　今までも地域の行事に参加していた学生達が、今後、

薫笑庵を拠点とし、より一層地域の皆さんと共に、むらづくりを進めるきっかけとなります。また、村の
若手職員からなる、村づくり推進プロジェクトのメンバーも参加し、大学の学生によるプロジェクトと村
の職員によるプロジェクトが、今後の村における各種取り組みにおける展開について相談しあいました。

南山城村高尾地区に　薫笑庵　開庵

薫笑庵をバックに参加者で記念撮影

　９月 27 日（日）、第 37 回「少年の主張京都府大会」が佛教大学で
開かれ、府内各地から 15 人の中学生が参加して意見発表をおこない
ました。管内からは笠置中学校 3 年の岡本栞さん（南山城村）と石田
菜々子さん（南山城村）が出場し、岡本さんが大会トップ賞である京
都府知事賞を、石田さんが京都府青少年育成協会会長賞を受賞しまし
た。
　岡本さんは「豊かなふるさとを未来へ」というタイトルで地元の魅
力を存分に伝え、また同時に少子高齢化という大きな課題に向き合い
ながら、未来に向けて魅力あふれるふるさとを繋げていこうという思
いを力強く主張しました。
　岡本さんは 11 月に東京でおこなわれる表彰式に参列します。
　この度知事賞を受賞した作品の全文を相楽東部広域連合 HP

（http://www.rengou.jp/）に掲載していますので、ご一読ください。

笠置中学生大活躍～少年の主張大会「知事賞」受賞～

和束町

南山城村

南山城村

茶源郷和束・縁側カフェを始めました
　山の頂まで広がる美しい茶畑、茶葉をそよがす風を感じ、茶を愛する人々と
出会う、そんな茶源郷和束へぶらり足を運ばれた際は、是非、茶源郷和束・縁
側カフェにお立ち寄りください。
　トイレの利用はもちろんのこと、和束茶の振る舞いや、そこに暮らす人々と
の交流など茶源郷和束ならではの温かいおもてなしの心で、皆さんのお越しを
お待ちしています。

縁側カフェ一覧
　石田長栄堂、竹谷酒店、民家（西田晴男氏）、特別養護老人ホームわらく
　※縁側カフェの案内マップ、サイクリングマップやトレイルマップは和束茶
　　カフェや和束町役場等で配布しています。

和束町地域力推進課　　 「この看板が目印です！」

京都府知事賞を受賞した岡本栞さん
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父親のための子育て講座
　10 月 18 日（日）南山城小学校の家庭科室において

“パパと作ろう！ハロウィンのお菓子”と題して『ぱぱ
スタ～父親のための子育て講座～』をおこないました。
今回は親子で作る楽しさ、共同作業のきっかけづくり
として、ハロウィンにちなんだかぼちゃを使ったクッ
キーとパウンドケーキを作りました。
　食べるものを作る作業は、子どもも大人も楽しめて、
さらに美味しくいただく喜びもあり、初めてお菓子作
りに挑戦したお父さんも、慣れた手つきで子どもに教
えるお母さんも、出来上がりを楽しみにしながら作業
を進めました。

　待ち時間に作ったハロウィンの飾りも、家のどこに飾ろうかといった会話が弾み、10 月 31 日の本番が
待ち遠しいようでした。

まちの話題まちの話題

　今年も笠置町と、和束町で「人権の花」贈呈式がおこなわれました。「人権の花運動」は児童が協力しな
がら花を育てることにより、助け合い、感謝することの大切さを学び、命の尊さ、人権感覚をはぐくむこ
とを目的としています。法務省と全国人権擁護委員連合会による、主に小学生を対象とした啓発活動です。
　10 月２日（金）に和束小
学校で、また10月14日（水）
に笠置小学校で水仙の球根
や植木鉢が贈呈され、人権
擁護委員から協力し合うこ
との大切さや思いやりにつ
いて話を聞いたあと、皆で
球根を鉢に植えました。
　来年の３月頃にはきれい
な花が咲くことでしょう。

人権の花　～心の花を咲かせよう～

保育園運動会
　10 月３日（土）笠置保育所では、西部ふれあい広場で運動会が開かれました。
　この日のために一生懸命練習したかけっこや太鼓の演奏の成果を、家族の前で元気いっぱいに披露しま
した。親子競技では親も一緒に精一杯楽しんでいました。
　さわやかな秋晴れのなか、たくさんの笑顔と思い出ができました。
　10 月３日（土）和束保育園では、晴天の中運動会がおこなわれました。
　園長先生の、「最後までみんなで、頑張りましょう！」のあいさつをスター
トに、かけっこやお遊戯、親子で楽しむ競技や異年齢で協力して取り組む
競技などがおこなわれ、子ども達の力一杯走る姿や、日頃の練習の成果を
保護者の前で披露する姿に、観客席からもたくさんの拍手が送られました。
　最後の競技年長さんのリレーでは、大人顔負けの力走に、大きな声援が
送られました。一生懸命取り組んだ運動会。子ども達は、また一歩大きく
成長したようです。
　10 月 3 日（土）南山城保育園では、南山城小学校グラウンドで運動会がおこなわれました。天候に恵まれ、
かけっこや、リズムに合わせた組み体操がおこなわれました。また親子行事もあり、参加者みなさんが笑
顔の絶えない１日となりました。

和束保育園運動会
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　内閣府のコールセンターや地方公共団体、消費生活センターなどに、マイナンバー制度に便乗した不正
な勧誘や個人情報の取得をおこなおうとする電話、メール、手紙、訪問等に関する情報が寄せられています。
注意していただきたい事項、困った場合の相談窓口、これまでに寄せられている相談事例をお知らせします。
　マイナンバー制度をかたった不審な電話、メール、手紙、訪問等には十分注意し、内容に応じて、相談
窓口をご利用ください。
マイナンバーは、10 月中旬から 11 月にかけて、世帯ごとに世帯全員分の通知カードが簡易書留で郵送さ
れる予定です。各世帯への通知は、市区町村により具体的な配布時期が異なります。

◦マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続で、国の関係省庁や地方自治体などが、口座番号や口
座の暗証番号、所得や資産の情報 家族構成や年金・保険の情報などを聞いたり、お金やキャッシュカードを要求し
たりすることは一切ありません。ＡＴＭの操作をお願いすることも一切ありません。こうした内容の電話や手紙、訪
問などには応じないでください。

◦「なりすまし」の郵送物にご注意ください。マイナンバーは、「通知カード 個人番号カード交付申請書 在中」、「転送
不要」と赤字で書かれた封筒に入って、簡易書留で各世帯に郵送されます。普通郵便でポストに入っていることはあ
りません。また、配達員が代金を請求したり、口座番号などの情報を聞いたりすることもありません。個人番号カー
ドの交付申請の返信用封筒には、顔写真や個人情報を含んだ申請書を入れて、返信いただくことにしています。返信
用封筒の宛先が「地方公共団体情報システム機構」であるか、ご確認ください。個人番号カードの交付申請書に口座
番号などを記載することはありません。

◦「あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」といった依頼は詐欺の手口です。こうした手口で、人を欺くなどして、
他人のマイナンバーを取得することは法律により罰せられます。なお、不正な提供依頼を受けて自分のマイナンバー
を他人に教えてしまっても、刑事責任を問われることはありません。

＜ご相談は、各窓口まで＞
《マイナンバー制度全般のご相談》
　内閣府 マイナンバー専用コールセンター　☎ 0 5 7 0 - 2 0 - 0 1 7 8
　　平日　午前 9 時 30 分～午後 10 時　土日祝日（年末年始を除く）　午前９時 30 分～午後 5 時 30 分
　　※ＩＰ電話等でつながらない場合　⇒　☎ 0 5 0 - 3 8 1 6 - 9 4 0 5

《通知カードや個人番号カードのご相談》
　総務省 個人番号カードコールセンター（10 ／ 1 ～）　☎ 0 5 7 0 - 7 8 3 - 5 7 8
　　平日　午前８時 30 分～午後 10 時　土日祝日（年末年始を除く）　午前９時 30 分～午後 5 時 30 分
　　※ＩＰ電話等でつながらない場合　⇒　☎ 0 5 0 - 3 8 1 8 - 1 2 5 0
各町村問合せ
　笠 置 町 役 場　　☎ 0 7 4 3 - 9 5 - 2 3 0 1（代）
　和 束 町 役 場　　☎ 0 7 7 4 - 7 8 - 3 0 0 1（代）
　南山城村役場　　☎ 0 7 4 3 - 9 3 - 0 1 0 1

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の取得にご注意ください！

11月11日から１７日までは「税を考える週間」です。
　「税を考える週間」は、税の仕組みや使い道、必要性について考え、皆様に国税・地方税に対する理解を一層深めて
いただくことを目的としております。
期間中には、「税に関する小学生の絵画展」も開催しております。
　会　場　　笠置町産業振興会館　　　和束町社会福祉センター　　　南山城村文化会館やまなみホール

南山城村村政 60 周年記念式典のお知らせ
　南山城村は、昭和 30 年に旧大河原村と
旧高山村が合併して今年 4 月 1 日で、村制
施行 60 周年の節目の年を迎えることが出
来ました。
　多くの村民の皆さまにご来場いただき、
村内外の皆さん方と共に南山城村の将来に
ついて語って頂ける場となることを願って
います。

日　時　11 月 6 日（金）　午後２時 開式
場　所　南山城村文化会館
　　　　・やまなみグリーネ管弦楽団演奏
　　　　・村長式辞
　　　　・感謝状贈呈
　　　　・来賓祝辞

公　演　午後３時　
　　　　・河内家菊水丸さん「南山城村 60 年のあゆみを唄う」

行　政
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保健・福祉

シ
リ
ー
ズ　

相
楽
医
師
会　

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
８
「
介
護
保
険
制
度
」

　

介
護
保
険
制
度
は
平
成
12
年
に
、
従
来
の

福
祉
措
置
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
訪

問
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
収
入
に
関

係
な
く
平
等
の
負
担
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
制
度
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

医
療
保
険
が
保
険
証
さ
え
あ
れ
ば
、
誰
で

も
必
要
に
応
じ
て
保
健
医
療
機
関
で
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
介

護
保
険
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望

し
て
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
、
年
齢（
65
歳
以
上
）や
疾
病（
40
～
64
歳

　

特
定
疾
病
）に
よ
る
資
格
制
限
が
あ
る
上
、

要
介
護
度
に
よ
り
利
用
額
の
上
限
と
有
効
期

間
が
あ
り
ま
す
。
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）が
利
用
者
・
主
治
医
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
調
整
し
な
が
ら
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
が
医
療
・
介
護
・
福
祉

等
に
つ
い
て
相
談
す
る
た
め
の『
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
』各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て

い
て
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師
・

社
会
福
祉
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
超
高
齢

化
社
会
や
独
居
・
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
等

に
よ
っ
て
生
じ
る
多
く
の
課
題
に
対
応
し
て
、

今
後
も
そ
の
重
要
性
が
増
す
機
関
で
す
。

　

要
介
護
認
定
申
請
の
た
め
の
意
見
書
や
、

在
宅
医
療
の
継
続
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
す
る
主
治
医
が
必

要
で
す
。

　

健
診
を
受
け
、
生
活
改
善
や
積
極
的
な
社

会
参
加
に
よ
り
健
康
的
な
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
必
要
に
な
れ
ば
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
住
み
慣
れ
た
地
域
・

自
宅
で
療
養
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
医
療

と
介
護
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
最
寄

り
の
主
治
医
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

コ
マ
ダ
診
療
所　
　
　
　

　
　

池
田　

文
武

戦
没
者
追
悼
式

実施日時と場所
　11月25日（水）午後1時45分～午後3時45分　　笠置町役場
献血出来る方
　男性17～69歳、女性18～69歳で男女とも体重50kg以上の方。
　　※65 歳以上の方の献血については、献血いただく方の健康を考慮
　　　し、60 ～ 64 歳の間に献血経験がある方に限ります。
　　※輸血や臓器の移植を受けたことのある方はご遠慮ください。
問合せ　　笠置町保健福祉課　☎ 0743-95-2301

対　　象
　3 町村にお住まいの次のいずれかに該当される方
　◦接種日に 65 歳以上の方
　◦接種日に 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓・
　　腎臓・呼吸器の機能または、ヒト免疫不全ウ
　　イルスによる免疫の機能に障害を有し、その
　　障害の程度が身体障害１級相当の方
接種費用　1,500 円　※生活保護世帯の方は無料です
　自己負担額が変わりました。これは、多くの型
のインフルエンザに対応できるよう、ワクチンの
内容が 4 種類（これまでは 3 種類）の型を配合し
たものとなり、より予防効果が期待できるワクチ
ンになったため、それに伴い価格が変動したこと
によるものです。ご理解をお願いします。
接種期間　11 月～ 1 月
　申し込み方法や接種場所等については、各町村
の担当課にお問い合わせください。
問　合　せ　
　笠置町保健福祉課　　　☎ 0743-95-2301（代）
　和束町福祉課　　　　　☎ 0774-78-3001（代）
　南山城村保健福祉センター　☎ 0743-93-0294（直）

献 血 の お し ら せ
～あなたのやさしさ待っています～

平成27年度 高齢者インフルエンザ
予防接種をおこないます

　

南
山
城
村
で
は
10
月
20
日
（
火
）
に
南
山
城
村
文
化
会

館
で
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
70
周
年

の
節
目
と
な
る
今
回
、
戦
没
者
の
遺
族
、
来
賓
あ
わ
せ
て

78
名
が
参
列
さ
れ
、
黙
と
う
の
後
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

を
偲
び
祭
壇
へ
菊
の
花
を
献
花
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
束
町
で
は
10
月
21
日
（
水
）、
和
束
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
和
束
町
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
戦
没
者
の
遺
族
、
来
賓
、
関
係
者
約
80
名

が
参
列
し
、
黙
祷
の
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
偲
び
、

献
花
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
る

と
と
も
に
、
参
列
さ
れ
た
皆
様
も
、
こ
れ
ま
で
の
平
和
を

継
承
し
て
い
く
こ
と
を
よ
り
一
層
誓
い
、
南
山
城
村
や
和

束
町
の
繁
栄
と
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

南山城村戦没者追悼式

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時から

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問い合わせください。

月　　日 診療科目
　12 月 ６ 日（日） 内科・小児科
　12 月 13 日（日） 内科・小児科
　12 月 20 日（日） 小児科
　12 月 23 日（水） 内科
　12 月 27 日（日） 内科・小児科
　12 月 31 日（木） 小児科
※11月の日程は広報紙10月号をご覧ください。

問合せ
相楽休日応急診療所

　（相楽会館内）

☎ 0774-73-9988（直通）
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安心・安全

優勝部の写真（左から）
指揮者　福本　敏伸　　１番員　吉岡　大治朗
２番員　長谷川　龍志　３番員　福北　嵩

　10 月４日（日）秋晴れの素晴らしい天気のもと、第 23 回南山城村消防操法大会が総合グラウンドで開か
れ各部から 11 チームが出場し、日ごろの訓練の成果を競い合いました。

結果は以下のとおりです。
　【優　勝】　第２分団第１部　　　　　　　【個人賞】
　【準優勝】　第１分団第６部・第７部　　　　指揮者　大久保　晋　一
　【３　位】　第２分団第２部　　　　　　　　１番員　小　山　翔
　【敢闘賞】　第１分団第３部　　　　　　　　２番員　山　田　一　貴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３番員　福　北　嵩

熱戦が繰り広げられる

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防の意識を高めることで、火災の発生を防止し、
尊い命を守るとともに財産の損失を防ぐことを目的としています。
住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　１．寝たばこは、絶対やめる。
　２．ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　３．ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　４．逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　５．寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　６．火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　７．お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

相楽中部消防組合消防本部　☎ 0774-72-2119
http://www.sourakuchubu119-kyoto.jp

消防フェア
日　時　11 月７日（土）　午前 10 時～正午
場　所　イオンモール高の原「２階平安コート」、
　　　　「平面駐車場サイクルコーナー前」
内　容　梯子車及び救助工作車展示、防災体操、
　　　　救命体操、心肺蘇生法の体験、油火災実験、
　　　　起震車体験他
主　催
　奈良市北消防署　　　　　　☎ 0742-71-9119
　相楽中部消防組合消防本部　☎ 0774-72-2119

11月９日から11月15日は「秋季全国火災予防運動」です

毒物劇物危害防止運動 [11 月１日（日）から 11 月 30 日（月）まで ]
　毒物や劇物は農薬・燃料等、私たちの身近な場所で使用されていますが、吸引や接触によって中毒になるなど人体への影響が強い
ことから取扱いには十分な注意が必要であり、取扱いをひとつ間違えると重大な被害が生じることがあります。
　そのため、毒物劇物を取り扱う際には、次のことを守って正しい使用・保管管理・廃棄をおこなうことが大切です。
　○正しい使用方法を守りましょう。
　○盗難にあわないよう、鍵のかかる専用の保管庫に入れ、毒物や劇物以外のものとは一緒にせず、保管庫については簡単に壊され
　　ないよう、しっかりとした材質（鉄製など）のものにしましょう。
　○容器、保管場所には「医薬用外毒物」、「医薬用外劇物」と正しく表示しましょう。（容器については毒物の場合、下地が赤色のも
　　のに白色の文字で「医薬用外毒物」と、劇物の場合、下地が白色のものに赤色の文字で「医薬用外劇物」と表示していなければ
　　なりません。）
　○飲食物の容器には、絶対入れ替えてはいけません。間違えて飲んでしまうと大変なことになります。
　○廃棄は決められた方法でおこないましょう。
　○常に在庫を確認し、万が一盗難にあい、又は紛失した場合はすぐに警察に通報しましょう。
　○毒物や劇物を飛散、流出等させた場合で他の住民への危害が生ずると考えられる場合はすぐに保健所、警察署又は消防機関に通
　　報しましょう。

京都府山城南保健所　環境衛生室

指名手配被疑者の検挙にご協力を！
　平成 27 年８月末現在、全国の警察から指名手配されている者は、凶悪事件などで特に警察庁が指定している重要指
名手配被疑者を始めとして、約 720 人に上がっています。これらの被疑者は、殺人、強盗等の凶悪事件の他、暴行、傷害、
窃盗、詐欺、横領等の事件に関して指名手配されており、再び犯行をおこなうおそれがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、11 月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査をおこなうこととし、
これら被疑者の早期検挙に取り組んでいるところです。
　この指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、国民の皆さんのご協力が是非とも必要です。
　指名手配被疑者によく似た人を見掛けたといった情報等、どんな些細なことでも結構ですので、京都府木津警察署刑
事課（☎ 0774-72-0110）に通報していただきますようお願いします。
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日　時　　12 月 6 日（日）　開演 午後 2 時（開場 午後 1 時30分）
会　場　　南山城村文化会館　やまなみホール
出演者　　杵家七三社中
入場料　　一　般：1,500 円　　高校生以下：500 円　　全席自由

杵
き ね

家
い え

七
な

三
み

社
し ゃ ち ゅ う

中コンサート
～新たな時代へ　和楽器えぼりゅーしょん～

平成 27 年度地域における舞台芸術振興・次世代体験推進事業

　ゲーム音楽やボーカロイド曲を三味線、筝、尺八、太鼓などの和楽器でアレンジし、ニコニコ動画などの動画サイトで驚異的な人気を誇る杵家
七三社中の公演。杵家七三率いる世界的演奏家が純粋な長唄やボーカロイド曲、歌謡曲など世代やジャンルを越境し和楽器の魅力を存分に披露します。
　日本の打楽器をたたいて「ソーラン節」を演奏する体験コーナーもあります。是非、この機会に和楽器の魅力に触れてみてはいかがでしょうか。

主　催　相楽東部広域連合・相楽東部広域連合教育委員会　　　　後　援　京都府・京都府教育委員会・南山城村
問合せ　相楽東部広域連合教育委員会　南山城村分室　　☎ 0743-93-0580

　※前売りで座席が完売した場合、当日券はありません。
　※この公演は、京都府からの助成を受けて実施するもので入場料が低額に設定されています。

「キングオブコント 2015」で優勝した、
南山城村出身のお笑いコンビ・コロコロチキチキペッパーズの出演決定！！

日　時　１１月２３日（祝）　午前１０時～午後３時
場　所　南山城村総合グラウンド
内　容　特産品の販売・ステージイベント・各種体験コーナー・各種出店など
　　　　今年は、村制施行 60 周年ということで、お楽しみ企画をご用意しており
　　　　ます。また、「お茶の京都」に関連し、UJI-CHA Fair 2015 事業の一環で、
　　　　スタンプラリーを実施します。
　　　　・当日は会場までのバスを運行いたしますのでご利用ください。
　　　　・村内の方については、巡回バスを運行しますので、各戸配布のチラシをご覧ください。
問合せ　南山城村産業生活課　　☎ 0743-93-0105
バス時刻表　月ヶ瀬口駅前発（月ヶ瀬口駅前→まつり会場へ）　　　総合グラウンド発（まつり会場→月ヶ瀬口駅へ）
　　　　　　　①午前 9 時　②午前 9 時 25 分　③午前 10 時 15 分　④午前 11 時 15 分　　　　①午後 1 時 50 分　②午後 2 時 50 分　③午後 3 時 20 分

11月23日は2015むら活き生きまつり

原木しいたけの炭火焼き

　今年も全国ご当地鍋フェスタが開催されます。笠置名物のきじ鍋をはじめ、全国から集めたご当地鍋やご当地グルメ
を販売します。笠置町おもてなしブース（町内出店）による特産品の販売のほか、ご当地キャラ等のステージイベント、
子どもが楽しめるキッズイベントもおこないます。

　日　時　　12 月６日（日）　午前９時 30 分～午後３時 30 分

　場　所　　わかさぎ温泉笠置いこいの館前広場
　内　容　　ご当地鍋 20 店舗、ご当地グルメ 15 店舗、町内出店８店舗、ステージイベント、
　　　　　　キッズイベント、啓発ブース　　※店舗数は予定です。
　問合せ　　全国ご当地鍋フェスタ実行委員会事務局（笠置町企画観光課内）
　　　　　　☎ 0743-95-2301（代）

　期　間　　11 月１日（日）～ 11 月 30 日（月）
　時　間　　午後５時～午後９時
　問合せ　　笠置町企画観光課　☎ 0743-95-2301（代）

笠置もみじまつり開催！
　日　時　　11 月 15 日（日）
　　　　　　午前 10 時～午後３時
　場　所　　笠置山もみじ公園

第６回 全国ご当地鍋フェスタ「鍋－１グランプリ」

笠置山もみじ公園ライトアップ

観光・イベント

�



『
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
』

　
応
用
が
利
く
！
　
定
番
料
理

実
施
日　

11
月
22
日
（
日
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　
（
一
社
）
健
康
栄
養
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

管
理
栄
養
士　

西
川
侑
里
子
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
男
性

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

11
月
４
日（
水
）
～
11
日
（
水
）

　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

女
性
学
講
座
管
外
研
修

『
錦
秋
の
三
輪 

彩
り
纏
う
談
山
神
社
』

実
施
日　

11
月
26
日
（
木
）

時　

間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

行
き
先　

奈
良
県
桜
井
市
方
面

集
合
場
所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

そ
う
め
ん
手
延
べ
体
験

　
　
　
　

談
山
神
社　

拝
観

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

４
８
２
０
円

定　

員　

先
着
15
人

申
込
受
付　

11
月
９
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
教
室
』

実
施
日　

12
月
５
日
（
土
）　

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

南
山
城
村
あ
ゆ
み
会

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

３
０
０
円

定　

員　

先
着
12
人

申
込
受
付　

11
月
18
日
（
水
）
～
25
日
（
水
）

　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
英
会
話
教
室
』

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

11
月
２
日
（
月
）・
16
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
先
生

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

11
月
11
日（
水
）・
25
日（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

講
　
座

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

11
月
14
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
19
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

山
根
光
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

文
化
財
連
続
講
座
【
現
地
講
座
】

『
石
清
水
八
幡
宮
の
歴
史
探
訪
』

　

文
化
財
に
関
す
る
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な
話

題
を
提
供
す
る
連
続
講
座
の
第
６
回
目　

　

10
月
10
日
（
土
）
か
ら
開
催
し
て
い
る
特
別

展
「
南
山
城
の
神
社
と
祈
り
」
関
連
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

実
施
日　

11
月
14
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

石
清
水
八
幡
宮

　
　
　
　
（
京
都
府
八
幡
市
八
幡
高
坊
30
）

講　

師　

当
館
資
料
課　

田
中　

淳
一
郎　

課
長

定　

員　

50
人
先
着
順

参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
拝
観
料
必
要
。

申
込
受
付　

11
月
７
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　

(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館 

総
務
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

 

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

　
　
　
　

 yam
asiro-s-sou

m
u

@
p

ref.

　
　
　
　
　

kyoto.lg.jp

英会話教室 Christmas Party 宇治茶ムリエ養成講座の開催
誰でも気軽に参加できます★歌やゲームで楽しみましょう♪

日　時　12月14日（月）
　　　　　　午後７時～午後８時30分

場　所　和束町体験交流センター
申込受付　11 月 24 日（火）～ 12 月 4 日（金）
　　　　　　※土日を除く午前 9 時～午後５時
申　込　み　教育委員会　☎ 0774-78-4335
そ　の　他　参加費等、詳しくは連合ホームページまたは
　　　　　チラシをご覧ください。

　山城地域を中心に企業・団体や大学生を対象とした
お茶でおもてなしするために必要な作法や、宇治茶の
歴史などを学び、職場や家庭で急須を用いてお茶を淹
れる文化を広げる為、宇治茶ムリエ養成講座を 11 月
21 日（土）午後１時 30 分から、グリンティ和束で和
束町民を対象に開催します。この機会に宇治茶につい
て学び、職場や家庭で今まで以上にお茶を楽しんでみ
ませんか。
主　催　京都府山城広域振興局　宇治茶の郷づくり協議会
　　　　京都府茶協同組合（ふれあい事業）
問合せ　和束町農村振興課　☎ 0774-78-3001（内線 231）

お し ら せ

お
し
ら
せ

�



看
取
り
を
考
え
る
会

　

あ
な
た
は
人
生
の
最
期
の
時
に
つ
い
て
、
考
え

た
こ
と
、
そ
し
て
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

自
分
ら
し
く
生
き
抜
き
自
分
ら
し
く
幕
を
引
く
た

め
に
、
ご
本
人
、
ご
家
族
、
そ
し
て
社
会
は
な
に

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

11
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

参
加
費　

飲
み
物
代　

３
０
０
円

内　

容　

　

・
平
成
26
年
度
在
宅
看
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結

　
　

果
に
つ
い
て

　

・
在
宅
看
取
り
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
つ
い
て

　

・
小
グ
ル
ー
プ
で
の
茶
話
会

申
込
み

　

11
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
笠
置
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
８
９
０

宇
治
茶
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
仏
ワ
イ
ン
と
宇
治

茶
の
文
化
的
景
観
～

開
催
日　

12
月
５
日（
土
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時

場　

所　

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

　
　
　
　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル
ム
ラ
タ　

内　

容

　

Ⅰ　

講　

演

　
　
　

①
サ
ン
・
テ
ミ
リ
オ
ン
の
ワ
イ
ン
と
景
観

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　
　
　

②
宇
治
茶
生
産
の
文
化
的
景
観　
　
　
　

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

　

Ⅱ　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン「
宇
治
茶
の
文
化
と
魅
力
」

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

宗
田 

好
史　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

Ⅲ　

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
（
パ
ネ
ル
展
示
）

申
込
み　

京
都
府
農
林
水
産
部
農
政
課
に
①
お
名
前
、

　
　
　
　

②
連
絡
先
、③
参
加
人
数
を
、電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　

か
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
４
１
１
・
５
０
０
０

　
　
　
　

 

０
７
５
・
４
１
１
・
５
０
０
１

　
　
　
　

 411-5000

＠pref.kyoto.lg.jp

11
月
15（
日
）や
ま
し
ろ
の
タ
カ
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
～

　

八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
次
の
ス

テ
ー
ジ
を
お
こ
な
い
ま
す

少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ（
10
団
体
）

　

長
岡
京
市
少
年
少
女
合
唱
団

　

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団

　

城
陽
市
少
年
少
女
合
唱
団

　

田
辺
少
年
少
女
合
唱
団
コ
ス
モ
ス

　

八
幡
市
少
年
少
女
合
唱
団

　

木
津
少
年
少
女
合
唱
団

　

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

　

精
華
町
少
年
少
女
合
唱
団

　

き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
少
年
少
女
合
唱
団

　

子
ど
も
達
と
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
コ
の
会

　

w
ith

大
山
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部

地
元
の
子
ど
も
達
の
文
化
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

　

和
っ
鼓
（
太
鼓
）　　

ち
ひ
ろ
会
（
三
味
線
）

京
都
応
援
き
ゃ
ら
く
た
ぁ
ず
「
京
き
ゃ
ら
」
ス
テ
ー
ジ

　

京
都
応
援
き
ゃ
ら
く
た
ぁ
ず
「
京
き
ゃ
ら
」
は
、

山
城
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
仲
間
が
昨
年
結
成
し
、

力
を
合
わ
せ
て
京
都
を
盛
り
上
げ
る
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

歌
っ
て
踊
れ
る
！
京
都
府
立
西
城
陽
高
等
学
校

合
唱
部
に
よ
る
「
あ
こ
が
れ
ス
テ
ー
ジ
」

　

身
近
な
あ
こ
が
れ
で
あ
る
、
全
国
レ
ベ
ル
の

高
校
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

み
ん
な
で
歌
お
う
！
出
演
者
・
観
客
全
員
に
よ

る
合
同
ス
テ
ー
ジ　

　

今
年
は
「W

ith you sm
ile

」「
も
み
じ
」
を

歌
い
ま
す
。

問
合
せ　

や
ま
し
ろ
の
タ
カ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　

実
行
委
員
会
（
事
務
局　

京
都
府
山
城

　
　
　
　

広
域
振
興
局
企
画
振
興
室
）

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
21
・
２
０
４
９

　
　
　
　

 

０
７
７
４
・
22
・
８
８
６
５

第
６
回
「
青
空
」
教
育
講
演
会
と

み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場

　

子
ど
も
と
教
育
と
子
育
て
の
こ
と　

何
で
も

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
わ
が
子
の
大
荒
れ
に
実

際
に
直
面
し
た
お
母
さ
ん
が
そ
の
時
の
苦
し
み

を
語
り
、
元
教
師
が
子
ど
も
社
会
の
『
今
』
を

語
り
ま
す
。

日　

時　

11
月
28
日
（
土
）　

午
後
６
時
開
場

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

場　

所　

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館

　
　
　
　
「
い
ず
み
ホ
ー
ル
」　

入
場
無
料

講　

師　

せ
と　

こ
こ
ろ
氏（
主
婦
）、

　
　
　
　

藤
木　

祥
史
氏（
京
都
府
府
民
生
活
部

　
　
　
　

青
少
年
課
）

問
合
せ　

京
都
府
山
城
南
保
健
所
福
祉
室

　
　
　
　

☎ 

０
８
０
・
２
５
０
２
・
５
１
５
９

主　

催　

京
都
南
部
少
年
・
少
女
自
立
支
援
の
会

後　

援

　

木
津
川
市
・
京
田
辺
市
・
精
華
町
・
和
束
町
・

　

笠
置
町
・
井
手
町
・
宇
治
田
原
町
・
南
山
城
村

山
城
南
子
育
て
フ
ェ
ス
タ

実
施
日　

11
月
29
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場　

所　

木
津
川
市
山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
）

　
　
　
　

木
津
川
市
山
城
町
平
尾
前
田
24
番
地

内　

容　

　

・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
講
演
と
ビ
デ
オ

　
　

上
映

　

・
父
子
が
創
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
に
係
る

　
　

活
動
紹
介

　

・
子
ど
も
の
発
達
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
・

　
　

情
報
展
示

　

・
親
子
で
楽
し
む
ス
テ
ー
ジ
、創
作
コ
ー
ナ
ー
、

　
　

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
他

問
合
せ　

京
都
府
山
城
南
保
健
所
福
祉
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
72
・
０
９
７
９

　
　
　
　

 

０
７
７
４
・
72
・
８
４
１
２

第26回 笠置解放文化祭
 「絆：きずこう・ずっと・なかま」
　人権確立の社会を目指し、交流を深め、新しい文化
を創造しよう。

日　時　11 月 29 日（日）「勤労感謝の日」
　　　　午前 10 時～午後３時
会　場　笠置会館、児童館
内　容　作品展示、模擬店、催物
問合せ　笠置解放文化祭実行委員会
　　　　☎ 0743-95-2140

第15回和束町人権を考える集い
日　時　12 月５日（土）
　　　　午前９時 30 分〜正午
場　所　和束町人権ふれあいセンター
内　容　１部　小・中学生人権作文発表
　　　　２部　講演「〜雪の日も雨の日もバチをたた
　　　　　　　いて〜ふるさとを津軽三味線にのせ」
講　師　長谷川一義さん
問合せ　和束町人権ふれあいセンター
　　　　☎ 0774-78-3488

催
　
し

お し ら せ

ご寄附ありがとうございました「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 27 年９月受付）。
　氏　名：匿名希望　　住　所：兵庫県芦屋市　　その他目的達成のために資する事業：23,500 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、笠置町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

�



第
２
回　

発
達
障
害
講
演
会
２
０
１
５

日　

時　

12
月
５
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

　
　
　
　
（
受
付　

午
後
１
時
30
分
～
）

場　

所　

文
化
パ
ル
ク
城
陽　

大
会
議
室　
　

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
今
堀
１

講　

師

　

京
都
府
立
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　

副
所
長
（
小
児
神
経
科
医
師
）　

平
井　

清
氏

　

言
語
聴
覚
士　

松
本　

拓
流
氏

問
合
せ　

京
都
府
立
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
64
・
６
１
４
１

第
24
回
和
束
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

実
施
日　

12
月
６
日
（
日
）

時　

間　

午
前
９
時
開
会　
　
　
　

場　

所　

和
束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

４
人
１
チ
ー
ム
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

申
込
締
切　

11
月
20
日
（
金
）

申
込
方
法　

チ
ラ
シ
下
部
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
　
　
　

記
入
の
上
、
事
務
局
ま
で
お
申
込
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
な
お
、
チ
ラ
シ
は
事
務
局
に
置

　
　
　
　

い
て
あ
り
ま
す
。

主　

催　

和
束
町
体
育
協
会

　
　
　
　
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
内
）

問
合
せ　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

第
38
回
府
民
総
体
駅
伝
競
走
大
会

出
場
選
手
募
集

　

管
内
３
町
村
の
体
育
協
会
で
は
、
２
月
に
開

催
さ
れ
る
右
記
大
会
に
出
場
す
る
選
手
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

実
施
日　

平
成
28
年
２
月
14
日
（
日
）

コ
ー
ス　

福
知
山
市
三
段
池
公
園
を
出
発
・
決
勝

　
　
　
　

と
す
る
コ
ー
ス

　
　
　
　

総
距
離　

36
・
３
０
９
㎞

区
間
距
離　

第
１
区　

３
㎞
（
一
般
女
子
）

（
走
者
区
分
）　

第
２
区　

３
㎞
（
中
学
高
校
女
子
）

　
　
　
　

第
３
区　

７
・
１
０
９
㎞（
一
般
男
子
）

　
　
　
　

第
４
区　

3.7
㎞
（
中
学
男
子
）

　
　
　
　

第
５
区　

６
㎞
（
一
般
男
子
）

　
　
　
　

第
６
区　

3.8
㎞
（
中
学
高
校
男
子
）

　
　
　
　

第
７
区　

2.7
㎞
（
中
学
女
子
）

　
　
　
　

第
８
区　

７
㎞
（
高
校
一
般
男
子
）

募
集
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の
男
女

　
　
　
　

※
チ
ー
ム
は
町
村
別
に
な
り
ま
す
。

申
込
受
付　

11
月
９
日
（
月
）
～
12
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

笠
置
町
体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

　
　
　
　

和
束
町
体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　
　
　
　

南
山
城
村
体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
17
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場　

所　

笠
置
町
役
場
２
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
㈹

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
27
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

合
同
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

11
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

11
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

　
　
　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る 

し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
・
登
録
手
続
き
の
支
援
、

就
職
先
の
相
談
、
就
職
活
動
の
支
援
、
就
職
後
の

定
着
の
支
援
、
就
労
系
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

紹
介
等
、
就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
ご
相

談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
相
談
会
は
、
毎
月
２
回
開
い
て

い
ま
す
。（
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
）相
談
無
料
。

実
施
日　

11
月
10
日
（
火
）・
24
日
（
火
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１
ー
10	

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１　
又
は

　
　
　
　

☎
０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

き
こ
え
の
相
談
会

日　

程　

11
月
17
日（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
10
日

　
　
　
　
（
火
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
　
集

11 月１日～７日は文化財保護強調週間です。
　紅葉の秋、観光などで素晴らしい文化財にふれる機会も増えるこの時期。
　文化財の保護・活用についても考えてみませんか。

お し ら せ

11
月

実
施
日

27
日
（
金
）

20
日
（
金
）

18
日
（
水
）

高
尾
公
民
館

童
仙
房
公
民
館

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

場　

所

相
　
談

11
月

実
施
日

27
日
（
金
）

10
日
（
火
）

笠
置
会
館

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

�



11月21日（土）
　　会場：やまなみホール　

* 吹き替え／午後２時～
* 字　　幕／午後６時 30 分～
　（※いずれも 30 分前開場）
* 入場料：1,000 円（前売り）・　1,300 円（当　日）

映　画　　イミテーション・ゲーム　　上映会

第二次世界大戦初頭。英国政府がドイツ軍の誇る暗号【エニグマ】解読の為に集めた 6 人の精鋭の中に、アラン・チューリングはいた。暗号
解読者のヒュー・アレグザンダー、唯一の女性メンバー、ジョーン・クラークらとともに６人は当時、解読不可能と言われた暗号【エニグマ】
に挑む――!!　英国政府が 50 年間隠し続けた、天才数学者アラン・チューリングの真実の物語。時代に翻弄された男の数奇な人生とは――。

■お問合せ　■南山城村文化会館 やまなみホール　　☎　0743-93-0560 ／ FAX　0743-93-0596

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４
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府
職
員
出
前
語
ら
い
・
専
門
職
員
派
遣

【
※
派
遣
費
用
無
料
】

　

京
都
府
の
重
点
施
策
や
、
福
祉
・
環
境
な
ど

暮
ら
し
に
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
府
職
員

が
直
接
出
向
い
て
説
明
し
、
府
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
注
文
受
付
中

問
合
せ　

京
都
府
府
民
総
合
案
内
・
相
談
セ
ン
タ
ー
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４
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・
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w

w
.pref.kyoto.jp/

　
　
　
　
　

 dem
ae/

出
張
が
ん
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓

口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
で
出
張
個
別

相
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

11
月
２
日
（
月
）、
12
月
１
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所	

　

　

相
談
員　

保
健
師
又
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

事
前
に
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
張
相
談
以
外
に
が
ん
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
通
常
相
談
（
電
話
及
び
対
面
）
を

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時
に
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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ク
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京
都
２
階
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☎
０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
５　

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

日　

時　

11
月
19
日（
木
）　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

相
談
場
所　

京
都
財
務
事
務
所

　
　
　
　

京
都
市
左
京
区
丸
太
町
川
端
東
入
る

　
　
　
　

東
丸
太
町
34
ー
12

　
　
　
　

京
都
第
二
地
方
合
同
庁
舎　

２
階

　

※
京
阪「
神
宮
丸
太
町
」駅
下
車
東
に
５
０
０
ｍ

相
談
方
法　

面
談（
当
日
は
弁
護
士
・
司
法
書
士
も

　
　
　
　

対
応
、
事
前
予
約
可
）

必
要
資
料　

契
約
書
の
写
し
、
返
済
予
定
表
、
取
引

　
　
　
　

明
細
書
、
領
収
書

　
　
　
　

ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
利
用
し
て
い

　
　
　
　

る
カ
ー
ド
な
ど
を
お
持
ち
の
場
合
は
ご

　
　
　
　

持
参
く
だ
さ
い
。
資
料
が
な
く
て
も
、

　
　
　
　

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
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【
常
設
の
多
重
債
務
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
】

相
談
時
間　

月
～
金
（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
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主　

催　

財
務
省
近
畿
財
務
局

　
　
　
　

京
都
財
務
事
務
所

南
山
城
村
農
林
産
物
直
売
所

「
定
休
日
変
更
の
お
知
ら
せ
」

　

平
成
27
年
11
月
よ
り
、
従
来
の
月
曜
定
休
か

ら
「
年
中
無
休
（
不
定
休
）」
に
変
更
し
て
営
業

い
た
し
ま
す
。
今
年
度
の
定
休
日
は
12
月
29
日

（
火
）
～
１
月
５
日
（
火
）
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第13回 南山城村老人クラブ
グラウンドゴルフ大会の結果
　南山城村総合グラウンドで、10 月 7 日に第
13 回南山城村老人クラブグラウンドゴルフ大
会が開催され熱戦が繰り広げられました。

大会結果
優　勝　　本郷老人倶楽部Ｂチーム
準優勝　　今山長春クラブ
３　位　　月ヶ瀬ニュータウン千歳会Ａチーム

宇治茶ムリエ養成講座を開催します
　あなたも宇治茶の基礎知識を習得して、宇治茶の魅力を広げ
てみませんか？
開催日時　11月23日（月・祝）　午前10時30分～11時45分
開催場所　南山城村自然の家（南山城村大字田山小字ツルギ 55-1）

内　容　日本茶インストラクター京都府支部による宇治茶（煎茶）の美味しい淹
　　　　れ方実習及び宇治茶の歴史や京都府の茶生産状況の講義及び茶園見学
参加費　無　料　　　定　員　先着30名
主　催　京都府山城広域振興局、宇治茶の郷づくり協議会
申込方法　電話又は FAX（住所、名前、年齢、連絡先を記入）による

（受付期間）11月９日（月）～11月19日（木）（申込先）南山城村役場産業生活課
☎ 0743-93-0105（直通）　FAX 0743-93-0444

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 27 年９月受付）。
　氏　名：匿名希望　　住　所：大阪府豊中市　　寄附金：5,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

お し ら せ

そ
の
他

�



和束町体験交流センター図書室

★ Pick UP ★
　「うなぎ
　　一億年の謎を追う」

　40 年間もの間ウナギ
の謎を追い続けたウナギ
博士が、何度も壁にぶつ
かりながらも、次々と謎
を解き明かし、ついに世界で始めての天
然ウナギの卵を発見する。

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストして
　ください。

　

違
っ
た
視
点
か
ら
本
の
魅
力
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、

９
月
11
日
（
金
）
和
束
町
体
験
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン

事
業
『
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
自
身
の
お
気
に
入
り
の

本
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
内
容
の
素
晴
ら

し
さ
や
そ
の
本
と
の
出
会
い
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

本
の
好
み
が
違
う
よ
う
に
、
本
と
の
付

き
合
い
方
、
本
を
通
し
て
の
生
活
の
仕

方
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、
個
々
の
人
生
観

を
垣
間
見
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
自
分
の
好
み
以
外
の
新
た

な
本
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
」「
一
人
で

楽
し
む
読
書
か
ら
、
大
勢
で
感
動
の
共

有
を
楽
し
め
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

※
紹
介
さ
れ
た
本
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　11月29日（日） 午前 10時30分～
　場　所　和束町体験交流センターホール
☆貸出日が増えます
　１１月９日までの秋の読書期間中は、通常閲覧
　日である木曜日も貸出日となります。

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室……………… ☎ 0743-95-2726
和束町体験交流センター図書室	�� ☎ 0774-78-4013
南山城村図書室………………………… ☎ 0743-93-0522

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

永い言い訳 西川　美和
山月庵茶会記 葉　室　麟
やった。4 年 3ヶ月も有給休暇をもらって世界一周
5 万 5000 キロを自転車で走ってきちゃった男 坂本　達

児童書
うなぎ　一億年のなぞを追う 塚本　勝巳
ぼくのニセモノをつくるには ヨシタケ　シンスケ
偽りの王子 ジェニファー・A・ニールセン

和　束　町

一般書
ありふれた愛じゃない 村山　由佳
峠うどん物語　 重松　清
ぼくたちに、もうモノは必要ない 佐々木　典士

児童書
世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ くさば　よしみ
うんちっち ステファニー・ブレイク
ふりかえれば名探偵 杉山　亮

南山城村

一般書
流（りゅう） 東山　彰良
紙つなげ！ 彼らが本の紙を造っている 佐々　涼子
野菜を食べるスープ 飛田　和緒

児童書
ちがうねん ジョン・クラッセン
物語の迷路 香川　元太郎
五日市憲法草案をつくった男 伊藤　始

図 書 室
　 だ よ り

図書図書

あ
な
た
は
い
な
い
け
ど
・・・

　
　

内
館
牧
子
著

一
路

　
　

浅
田
次
郎
著

幻
の
朱
い
実

石
井
桃
子
著

生
き
る
こ
と
ば　

あ
な
た
へ

　
　

瀬
戸
内
寂
聴
著

素
直
な
戦
士
た
ち

　
　

城
山
三
郎
著

本
屋
さ
ん
の
ダ
イ
ア
ナ

　
　

柚
木
麻
子
著

か
く
れ
里　

　

白
洲
正
子
著

親
か
ら
子
へ
伝
え
た
い
17
の
詩

ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
ノ
ル
ト
著　
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619-1205　

京
都
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

TEL：
0774-78-0120　

　
FA
X
：
0774-78-0121

「未来にはばたけ　元気な子！」
写真募集！

対　　象：笠置町・和束町・南山城村在住で、
　　　　　３歳までの幼児。
　応募方法については、相楽東部広域連合
のホームページをご覧ください。
　http://www.rengou.jp/
※ご提供いただいた写真および個人情報は「広報
　れんけい」以外の目的には使用いたしません。

　問合せ　相楽東部広域連合総務課
　☎０７７４－７８－０１２０
　e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

● 　笠　置　町　●
人　口　1,485 人　（−4）
世帯数　　662世帯（−2）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743-95-2301
FAX：0743-95-2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,263 人　（−9）
世帯数　1,733 世帯（−1）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774-78-3001
FAX：0774-78-2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,929 人　（−2）
世帯数　1,244 世帯（＋2）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743-93-0101
FAX：0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成27年 10月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

未来にはばたけ　元気な子！

　畑
はた

　実
み

希
き

ちゃん
和束町　釜塚　
平成 23 年 12 月 4 日生
プリンセスが大好きな女の
子です☆

　畑
はた

　佑
ゆ

実
み

ちゃん
和束町　釜塚　
平成 26 年 5 月 25 日生
食いしん坊で、おてんばな
妹です。

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみは、
相楽東部クリーンセンターで可燃物、金属類、不燃物に
分別され、可燃物は焼却、金属類は資源化、不燃物は埋
立処分されます。最近、粗大ごみの中に、スプレー缶、
空き缶、ペットボトル等の混入が目立っています。分別
を守って、それぞれの収集日に出していただくとともに、
スプレー缶は中身が残ったままであると、収集や分別作
業の際に発火爆発事故の原因となり、大変危険ですので、
使い切ってから缶に穴を空け、カンの日に出してくださ
い。皆さま方のご協力をよろしくお願いします。

■粗大ごみで収集しないもの（一例）
　・家電リサイクル法等法律で定められたもの
　　テレビ、冷蔵庫、エアコン、洗濯機、パソコン
　・危険品
　　消化器、ガスボンベ、廃油、農薬、火薬等
　・その他
　　自動車部品（タイヤ・バッテリー等）、農機具類、　畳、
　　ドラム缶、浴槽、流し台他

■粗大ごみの出し方に関する問い合わせ
　笠置町税住民課　　　　　☎ 0743-95-2301（代表）
　和束町農村振興課　　　　☎ 0744-78-3001（代表）
　南山城村産業生活課　　　☎ 0743-93-0105（直通）
　相楽東部クリーセンター　☎ 0774-78-4153（直通）

■11 月８日（日）に和束運動公園で開催される茶源郷
　まつりで、小型リサイクルを実施します。ご家庭で不
　用になった小型家電製品があれば是非お持ちください。

粗大ごみの分別にご協力を！
環 境環 境




